
令和7年度リアルタイム評価調書①

令和 年 月 日

①

②

③

A）基本情報 ④

⑤

⑥

- ⑦

- ⑧

⑨

⑩

⑪

款 項 目 ⑫

B）事業概要・事業目的

C）過去の実績（事業の実績を示す数値　又は　事業の目標としたものの結果）※市民意識調査の結果は不可です。

①

②

③

④

⑤ ③

①

D）昨年度（令和６年度）における事業の課題や反省点 する運用にしても良いのではないか。

① ③

②

設置されてから30年以上が経過しており、職員による清掃や修繕の手間、河川工事等に伴う一時撤去への
対応などから、今後の取組の方向性について事業を見直す時期と考えている。 東京都の補助金等を活用して、モニュメントの維持管理費に充てることはできないか検討してほしい。

実績を
出せない理由

H）評価会議での意見・助言等

単純に廃止するのではなく、他分野でモニュメントを活用できないか検討してほしい。（例：観光分野等）

モニュメントの管理については、まちづくり部ではなく設置されている場所を所管する部署が管理
②

数値として出せる実績はない（下記に理由を記入↓）

モニュメント作成時の完成イメージとして作成された「ミニチュア」の取扱い（処分）について意見をもら
いたい。

モニュメントマップの配布（都市づくり課窓口） 部 36 83 0
②

本事業の縮小・廃止の方法について意見をもらいたい。
モニュメントの修繕　 件 20 0 0

モニュメントの清掃　 回 1 1 0
①

実績の説明 単位 令和5 令和6 令和7 ※ある場合のみ記入してください。詳細は会議で説明してください。

F）令和７年度中に目指す目標・状態

※「〇〇意識を高める」、「理解を深める」等といった成果が不明確な目標ではなく、できるかぎり効果が数値化できる目標にしてください。                                    

事業の
概要・目的

・都市景観形成事業の一つとして、市民が身近に感じ親しめるように、市内に伝わる
「よもやま話」などをテーマとした２７体の美術工芸品（モニュメント）を平成２年度
から設置しており、その設置場所や由来を紹介した「モニュメントマップ」を市公式HP
に公開するなど、周知に努めている（２体一時撤去中）。
・２７体の設置に要した費用は約１．５億円（うち２／３は補助金を活用）

①モニュメントの撤去含め、今後の維持管理方法について見直しを行い、事業の縮小・廃止を検討したい。
②①の内容について庁内の意思決定を行い、必要な手続きを進めたい。

G）当該会議で聞きたいこと

事業番号 3

事業名称 都市計画事務費 継続・新規 継続して実施している事業

予算科目 会計 一般 8 3 1

展開方向

メリハリのある都市空間の形成

住宅都市としての魅力向上

下水道機能の維持・向上

分野別施策
施策3 3 都市づくり【重要施策】

基本施策
3　安全・安心で利便性が高いまちづくり

E）令和７年度の事務の進め方（予定含む）※なるべく時系列に沿って記入してください。

モニュメントの維持管理を行う。

担当部署 部 まちづくり部 課 都市づくり課 係 地域整備係 破損等が生じた場合、随時、対応する。

リアルタイム事務事業評価調書①【会議資料】 7 6 23 作成

事業名 美術工芸品（モニュメント）の維持管理事業



美術工芸品（モニュメント）事

業 参考写真





年 月 日 作成

①

②

③

④

⑤

（ 年 月 日 時点 ）

①

② 予算額比較（R７ーR８） （単位：円） ※会計年度任用職員に係る経費（報酬等）は記入不要です。

③

④

⑤

※事業の実施を経て、反省・見直しすべきだと思ったことを記入してください。

①

②

③

④

⑤ 予算額比較に差額が生じたか（変更したか）

※事務予定または改善事項を記入してください。

①

②

③

④

⑤取組終了時期 未定

①
取組内容

日常的な点検・清掃について、設置場所を所管する部署と連携して対応する。

生じた/変更した 生じていない/変更していない

D）来年（令和８年度）の取組予定 上記の要因/理由

その他 その他 その他

市債 市債 市債

都 都 都

モニュメントの活用方法等について、引き続き検討する必要がある。 国 国 国

財源内訳 財源内訳 財源内訳

C）来年度以降の課題や見直すべき点 一般 50,000 一般 50,000 一般 0

その他

例年通りR７実績は
過去と比べて

向上した
左記とした理由　又は　分析等（向上・低下した要因等）：

モニュメントについては、例年どおり維持管理を行った。
なお、モニュメントマップについては、在庫が無くなったため、紙ベースの配布を終了した。

低下した

理由　及び
代替する目標

積算根拠 積算根拠 積算根拠

数値として出せる実績が得られなかった（下記にその理由と当初の目標と代替する目標あれば記載してください） 備品修繕料 50,000 備品修繕料 50,000 備品修繕料 0

R７予算額（①） R８予算額（②） 差額（②－①）

事業費合計 50,000 事業費合計 50,000 事業費合計 0

モニュメントの修繕　 件 0 0 0

モニュメントマップの配布（都市づくり課窓口） 部 0 0 83

都市計画事務費

モニュメントの清掃　 回 1 1 1

実績の説明 単位 目標値 R7実績値 【参考】R6実績値 事業名称

項 3 目 1 事業番号 3B）R７年度の実績（事業の実績を示す数値又は事業の目標としたものの結果） 予算科目 会計 一般 款 8

取組終了時期

【予算への反映状況】 8 3 26

または会議後に対応したこと、参考としたことなど

③
取組内容

引き続き、都市づくり課においてモニュメントの維持管理を行う。

モニュメントの設置場所の管理部署と、効率的な維持管理方法等について協議する。

A）会議を踏まえて、今年度中に取り組むことや事務の方向性など 取組終了時期 未定

②
取組内容

モニュメントの活用方法等について、引き続き検討する。

担当部署 部 まちづくり部 課 都市づくり課 係

リアルタイム事務事業評価調書②【実績報告・取組予定】 令和 8 3 26

事業名 美術工芸品（モニュメント）の維持管理事業

地域整備係


